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研究成果の概要（和文）：　基本的情動・感性の客観的評価指標の一部を明らかにし、その有効性を実証するために種
々の実験的検討を行って、以下の結果を得た。まず、精神的緊張に応答する客観的生理指標を実験的に明らかにすると
共に、新たに考案された精神生理学的興奮指標ρminに関する各種の実験的解析を通して、様々な感性刺激に対するρm
in応答の有効性を確認し、興奮性のゲーム遂行時の課題難易度・主観評価などの多面的角度から評価した興奮度との相
関の確認、交感神経活動や副交感神経活動との関連性評価、呼吸周波数依存性や体組成との関連などの特徴を明確にし
てその有効性を示した。

研究成果の概要（英文）： To find the objective psychophysiological index of basic emotion or Kansei, and t
o verify its efficacy, various experimental studies were executed. As a result, some results were obtained
 as follows.
 At first, psychophysiological tension index was found through some experimental studies using tension ind
uced stimuli. Second, the validity of the newly devised psychophysiological index of excitement rho-min. w
as confirmed to various Kansei stimuli through several experimental studies. Using the exciting computer g
ame as a stimulus, the correlations of rho-min. with task difficulty level and subjective excitement score
 were confirmed. Besides, the relations of rho-min. with sympathetic and parasympathetic nerves activities
 were investigated and found the independence of it from autonomic nerve activity. Furthermore, the proper
ty of respiratory rate dependence of rho-min. and the relation of it with body composition were clarified.
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１．研究開始当初の背景 
 
 従来の大量生産に基づく画一的な製品や
建造物などに対し、現代の人々は息苦しさ
や面白み、あるいは人間性の無さを感じ、
自らの人間性を取り戻すために、現代では
様々な場面で情動や感情を含めた感性とい
う概念を意識するようになってきた。その
潮流はデザインや教育、医療などを始めと
して様々な分野で積極的に感性を利用する
ようになって現れてきている。 
しかし、感性を生かした社会への様々な

応用を考える上で有効な道具となる“主観
的な感性を客観的に評価できる適切な生理
学的指標”は未だに良いものが見いだされ
ていない。過去にいくつかの提案が成され
たが、汎用性や十分な妥当性に欠けている
のが現状である。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、情動や感情を含めた概念を
感性とし、感性喚起刺激に対する人間の自
律神経・血液循環応答を定量的に解析・評
価することで、感性応答を客観的に評価す
る手法を確立するための基礎的資料を得る
ことを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 
 研究は以下の項目毎に実験的に行った。 
 
(1)新しく考案した自律神経解析法に基づ
く感性興奮指標の実証研究 
 
 まず、感性の興奮に対して有効に反応す
る生理的指標である興奮指標を複数提案す
る。これらの指標について、複数の感性興
奮刺激を用いた実験を通して比較検討し、
最適な興奮指標の決定と興奮指標の汎用性
を確認する。 
 
(2)興奮度に対する興奮指標の妥当性の検
討 
 
 興奮度を段階別に４段階に設定した刺激
を用いた実験を通し、興奮度応答が最も適
切な指標を調査すると共に、興奮指標の妥
当性を検証する。 
 
(3)興奮指標の生理学的特徴の調査 
 
 自律神経と関連の深い興奮指標について、
一般的な自律神経評価法として使用される
自律神経賦活刺激を用いて興奮指標の応答
を解析評価し、一般的自律神経活動解析法
との対比を通してその生理学的特徴を明ら
かにすると共に、呼吸周波数依存性などを

調査する。 
 
(4)精神的緊張に対応する生理指標の究明 
 
 精神的な緊張状態の生理心理応答を自律
神経・血液循環応答として解析し、感性の
緊張指標を実験的に探り、複数の候補に対
して比較検討を行う。 
 
 
４．研究成果 
 
基本的情動・感性の客観的評価指標の一

部を明らかにし、その有効性を実証するた
めに種々の実験的検討を行って、以下の結
果を得た。 
 
まず、新たに考案された精神生理学的興

奮指標ρmin（呼吸波と RSA 抽出 HRV の時間
遅れを考慮した最小相互相関係数）に関す
る実験的解析を通して、“笑い”や“怒り”
など様々な感性刺激に対するρmin 応答の
有効性を確認した。 
興奮指標ρmin と関連することが予測さ

れる自律神経活動には Tonic な制御と
Phasic な制御が考えられるが、どちらか一
方の要素を採用した場合および両者の要素
を採用した場合の各興奮指標をプログラム
化して実験的に検討した結果、興奮指標ρ
min においては、Phasic な制御に基づく役
割が最も興奮度に対して有効であることが
確認できた。 
また、ρmin の妥当性を検証するために、

興奮性のシミュレーションゲーム遂行によ
る興奮度を４段階設定して他の生理的パラ
メータと共に実験的に検討した。図１にゲ
ーム難易度とρmin の関係を示す。ゲーム
の課題難易度やその難易度別それぞれの主
観評価値などとの多面的角度から評価した
興奮度と他の生理パラメータおよびρmin
との相関を比較検討した結果、ρmin のみ
が良く刺激応答し、興奮度と相関すること
を確認してその有効性と妥当性を実証した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ ゲーム難易度とρmin の関係 
 
さらに、興奮指標ρmin は迷走神経活動

の Phasic な制御と関連するので、様々な自
律神経活性化実験を通して、交感神経活動
や副交感神経活動との関連性を評価した結



果、興奮指標ρmin の特性は自律神経活動
とは独立した性質を持つ事が明らかとなっ
た。 
興奮指標ρmin の生理学的特性をさらに

明らかにするべく、呼吸周波数依存性や体
組成との関連などを調査した。その結果、
興奮指標ρmin には呼吸周波数依存性が存
在し、脳の酸素需要との関連が推察された。
また、緊張につながる自律神経賦活刺激に
対して、体組成との相関が見いだされるな
ど、いくつかの特徴が明確になった。 
 
以上の種々の実験的検討を通して興奮指

標ρmin の有効性を確認した。 
 
次に、精神的緊張に応答する客観的生理

指標を実験的に明らかにするべく、精神的
緊張状態を喚起する刺激を用意して実験的
に検討した結果、緊張刺激に対応して皮膚
交感神経のα受容器応答に基づく応答であ
るところの収縮期血圧、脈圧、脈波振幅が
良く反応し、その応答強度は主観的緊張度
と良く相関した。従って、精神生理学的緊
張指標としては皮膚交感神経のα受容器応
答に基づく生理指標を用いるべきであるこ
とが判明した。 
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